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タライに乗って川下り競走！　松川タライ乗り競走が7月1日㈰に開催されました。力いっぱい水をかいたり、思わず笑
顔がこぼれたりする出場者に、川沿いに集まった観衆から大きな声援が送られました。�
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特集　　伊東市還暦
　　　―祝・市制施行60周年―
・ご先祖様と戦没者の供養と追悼

・国民健康保険一日人間ドック

・げんこつ山の里水販売中

今月号の主な内容



　
伊
東
市
は
、
昭
和
22
年
８
月
10
日
に
市
制
を
施
行
し
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
60
年
が
た
っ
た
今
年
、
干
支
は
再
び

丁
亥
（
ひ
の
と
い
）
へ
と
還
り
、
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

し
て
８
月
10
日
に
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
伊
東
市
還
暦
・
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念

し
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
こ
の
60
年
間
を
振
り
返
っ
て
、

伊
東
市
の
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
発
展

を
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

t
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書
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３

特
集―

祝
・
市
制
施
行
60
周
年
―

平
成
19
年
８
月
10
日

伊
東
市
は
　

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す

60

宇佐美岩松交差点�
（伊東温泉シンボル柱）�

池谷貞二さん（池）から� 白井やえ子さん（荻）から�
市民の皆さんがきれいに育てている花の写真を、伊東市還暦のお祝いとしていただきました。�

昭和27年ごろのまちなみ（写真・市立伊東図書館蔵）�

現在のまちなみ�

玉木　進さん（桜が丘）から� 吉田区育成会から�

諏訪市と�
姉妹都市締結�

東京オリンピック�
聖火リレー�

狩野川台風による�
被害�

第1回�
伊東温泉競輪�
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19471977

昭
　
和

22
年
８
月
　
伊
東
町
と
小
室
村
が
合
併
。
市
制
を
施
行
し
伊
東
市
が
誕
生

23
年
４
月
　
市
紋
章
を
制
定

25
年
４
月
　
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置

25
年
６
月
　
市
広
報
第
１
号
を
発
行

25
年
７
月
　
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
に
指
定

25
年
９
月
　
第
１
回
伊
東
温
泉
競
輪
を
開
催

27
年
５
月
　
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
。
伊
東
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成

29
年
10
月
　
行
政
事
務
連
絡
協
議
会
発
足

30
年
３
月
　
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定

30
年
４
月
　
宇
佐
美
村
、
対
島
村
を
合
併

32
年
８
月
　
市
制
施
行
10
周
年
。
伊
東
こ
ど
も
の
歌
発
表

33
年
９
月
　
狩
野
川
台
風
来
襲

35
年
３
月
　
城
ヶ
崎
門
脇
灯
台
完
成

36
年
12
月
　
伊
豆
急
行
線
開
通

37
年
４
月
　
交
通
安
全
都
市
を
宣
言

38
年
４
月
　
伊
東
市
民
の
歌
発
表

38
年
８
月
　
市
内
広
報
無
線
を
開
始

39
年
10
月
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
伊
東
隊
参
加

40
年
５
月
　
長
野
県
諏
訪
市
と
姉
妹
都
市
締
結

41
年
３
月
　
観
光
会
館
完
成

42
年
６
月
　
市
営
海
浜
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

42
年
８
月
　
市
制
施
行
20
周
年
。
市
民
憲
章
制
定
。
市
の
花
木
「
つ
ば

き
」
制
定

43
年
２
月
　
住
居
表
示
審
議
会
発
足

45
年
３
月
　
城
星
市
民
運
動
場
完
成

45
年
12
月
　
御
石
ヶ
沢
清
掃
工
場
完
成

46
年
６
月
　
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
発
足

48
年
３
月
　
伊
東
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
策
定

49
年
６
月
　
国
鉄
伊
東
駅
観
光
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

50
年
６
月
　
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
（
平
成
３
年
に
移
転
）

51
年
11
月
　
市
役
所
に
地
震
対
策
室
を
設
置

52
年
４
月
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所

　図案化したひらがな
の「い」を10個円型
に配列して「いとう」
を表しています。太陽
に恵まれた豊かな自然
と円満な市民性、平和
なまちを望む市民の願
いを象徴したものです。

　市制施行20周年を記
念して行った市の木選
定募集に対し、市民の
皆さんから応募をいた
だきました。選定の結
果、157票の応募のうち
59票を得たつばきが市
の花木になりました。

　昭和25年６月１日、
市広報紙の第１号が発
行されました。当時の
名称は「伊東市報」で
した。現在の広報いと
うまで944号が発行さ
れてきました。

昭和52年

昭和40年� 昭和39年� 昭和33年�

昭和23年4月20日制定�昭和42年8月10日制定�

昭和42年8月10日制定�

昭和25年�

諏訪市と�
姉妹都市締結�

東京オリンピック�
聖火リレー�

狩野川台風による�
被害�

第1回�
伊東温泉競輪�

諏訪市と�
姉妹都市締結�

東京オリンピック�
聖火リレー�

狩野川台風による�
被害�

第1回�
伊東温泉競輪�

昭和22年30年間

わたくしたち伊東市民は、
１　文化を高め、教養を豊かにしましょう
１　自然を愛し、清潔な環境をつくりましょう
１　きまりを守り、良い風習を育てましょう
１　おたがいに助け合い、親切をつくしましょう
１　元気で働き、楽しい家庭をつくりましょう

市紋章伊東市民憲章

伊東市報

市の花木・つばき
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�
台風22号来襲�

第58回�
国民体育大会�

�
伊東マリンタウン�

第1回�
伊東大田楽�

19771997

昭
　
和

52
年
８
月
　
市
制
施
行
30
周
年

53
年
４
月
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所

54
年
４
月
　
伊
東
地
域
水
産
物
産
地
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー
完
成

55
年
７
月
　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
４
４
１
１
開
設

55
年
10
月
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
完
成

56
年
９
月
　
観
光
会
館
別
館
完
成

57
年
８
月
　
英
国
ジ
リ
ン
ガ
ム
市（
現
メ
ド
ウ
ェ
イ
市
）と
友
好
都
市
締
結

58
年
11
月
　
宇
佐
美
に
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
歌
碑
建
立

59
年
11
月
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
正
式
運
転
開
始

60
年
７
月
　
イ
タ
リ
ア
共
和
国
リ
エ
テ
ィ
市
と
友
好
都
市
締
結

60
年
10
月
　
木
下
杢
太
郎
記
念
館
オ
ー
プ
ン

61
年
１
月
　
ト
イ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

61
年
12
月
　
湯
川
白
石
埋
立
地
利
用
構
想
発
表

62
年
８
月
　
市
制
施
行
40
周
年

63
年
３
月
　
平
和
都
市
（
核
兵
器
廃
絶
）
を
宣
言

63
年
12
月
　
松
原
大
火

平
　
成

元
年
７
月
　
海
底
火
山
（
手
石
海
丘
）
噴
火

元
年
10
月
　
水
道
水
源
保
護
条
例
制
定

２
年
３
月
　
奥
野
ダ
ム
完
成

３
年
４
月
　
大
相
撲
伊
東
場
所
開
催

３
年
７
月
　
伊
東
海
岸
の
愛
称
を
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
と
命
名

４
年
３
月
　
伊
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成

５
年
10
月
　
老
人
憩
の
家
城
ヶ
崎
荘
開
所

６
年
２
月
　
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
伊
東
大
会
開
催

７
年
１
月
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
。
支
援
隊
を
芦
屋
に
派
遣

７
年
４
月
　
か
ど
の
球
場
完
成

７
年
７
月
　
市
役
所
新
庁
舎
落
成

８
年
５
月
　
伊
東
国
際
交
流
協
会
設
立

８
年
10
月
　
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
制
定

９
年
１
月
　
児
童
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
開
所

９
年
５
月
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　ジリンガム市は、三浦按
針（ウイリアム・アダム
ス）の生誕地です。

　
昭
和
57
年
に
英
国
ジ
リ
ン
ガ
ム
市
（
現
メ
ド
ウ
ェ
イ
市
）
、

昭
和
60
年
に
イ
タ
リ
ア
共
和
国
リ
エ
テ
ィ
市
と
友
好
都
市
締

結
を
し
ま
し
た
。

　リエティ市では、伊東市
のタライ乗り競走に似た、
ワインのたる乗り競走が行
われています。

　快適な観光都市を目指して、
数寄屋造りの公衆トイレを数
多く設置しました。トイレ見
物や記念撮影をするために訪
れる観光客も多く、日本中の
注目を集めました。現在この
ような観光トイレは、33個
設置されています。

平成９年

平成7年� 平成3年� 昭和63年� 昭和58年�

�
市役所庁舎落成�

大相撲�
伊東場所開催�

�
松原大火�

みかんの花咲く丘�
歌碑建立�

�
市役所庁舎落成�

大相撲�
伊東場所開催�

�
松原大火�

みかんの花咲く丘�
歌碑建立�

昭和52年20年間

トイレシンポジウム開催

人口・世帯数の移り変わり

伊
東
市
の

友
好
都
市昭和61年�

特
集

昭和22年

200000 40000 60000 80000

昭和32年

昭和42年

昭和52年

昭和62年

平成９年

平成19年 74862人
34019世帯

75090人
30923世帯

72453人
26526世帯

70486人
21867世帯

61946人
16620世帯

50912人
10693世帯

34643人
7306世帯

世帯数
人口
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平
　
成

９
年
８
月
　
市
制
施
行
50
周
年
。
市
の
鳥
「
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
」
制
定
。

大
型
帆
船
サ
ン
・
ヴ
ェ
ナ
・
ヴ
ェ
ン
ツ
ー
ラ
号
模
型
除
幕

９
年
10
月
　
情
報
公
開
制
度
開
始

10
年
４
月
　
松
川
藤
の
広
場
オ
ー
プ
ン

10
年
４
月
　
川
奈
で
日
露
首
脳
会
談
開
催

10
年
５
月
　
Ｆ
Ｍ
な
ぎ
さ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
局

10
年
10
月
　
第
１
回
伊
東
温
泉
湯
め
ま
つ
り
（
花
笠
踊
り
、
大
田
楽
な

ど
）
開
催

11
年
４
月
　
伊
東
市
振
興
公
社
設
立

11
年
12
月
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
た
く
さ
ん
か
え
る
券
発
売

11
年
12
月
　
伊
豆
新
世
紀
創
造
祭
開
幕

12
年
２
月
　
健
康
回
復
都
市
を
宣
言

12
年
４
月
　
新
消
防
庁
舎
完
成

13
年
３
月
　
市
立
伊
東
市
民
病
院
開
院

13
年
５
月
　
健
康
回
復
公
園
大
平
の
森
開
園

13
年
７
月
　
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

13
年
７
月
　
伊
東
温
泉
観
光
・
文
化
施
設
東
海
館
オ
ー
プ
ン

14
年
３
月
　
伊
東
市
男
女
共
同
参
画
・
あ
す
を
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ン
策
定

15
年
３
月
　
伊
東
市
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定

15
年
９
月
　
第
58
回
国
民
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
会
開
催

15
年
10
月
　
第
58
回
国
民
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
会
開
催

16
年
10
月
　
台
風
22
号
来
襲

16
年
11
月
　
い
と
う
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｐ
ａ
ｌ
開
設

16
年
12
月
　
日
本
初
の
洋
式
帆
船
建
造
４
０
０
周
年
記
念
事
業
開
催

17
年
５
月
　
佃
弘
巳
市
長
（
伊
東
市
第
16
代
市
長
）
就
任

17
年
12
月
　
足
湯
「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
完
成

18
年
３
月
　
介
護
老
人
保
健
施
設
み
は
ら
し
開
所

18
年
４
月
　
書
道
教
育
特
区
授
業
開
始

18
年
５
月
　
公
共
下
水
道
か
わ
せ
み
浄
化
セ
ン
タ
ー
開
所

19
年
１
月
　
第
１
回
１
・
10
（
い
と
う
）
市
民
感
謝
の
日

19
年
８
月
　
市
制
施
行
60
周
年

　チェンジ伊豆2000！を合
い言葉に、１年間にわたって
伊豆半島全域で観光イベント
や文化行事を開催しました。
マスコットキャラクターは、
カエルのイズノスケでした。

　 1 6 0 4年、三浦按針
（ウイリアム・アダムス、
写真左）が、徳川家康の
命を受けて伊東の松川河
口で洋式帆船を建造しま
した。それから400年が
経った2004年（平成16
年）、記念事業を開催し
ました（写真上）。

平成16年� 平成15年� 平成13年� 平成10年�

�
台風22号来襲�

第58回�
国民体育大会�

�
伊東マリンタウン�

第1回�
伊東大田楽�

�
市役所庁舎落成�

大相撲�
伊東場所開催�

�
松原大火�

みかんの花咲く丘�
歌碑建立�

�
台風22号来襲�

第58回�
国民体育大会�

�
伊東マリンタウン�

第1回�
伊東大田楽�

19972007平成19年 平成９年10年間

伊豆新世紀創造祭

日
本
初
の
洋
式
帆
船
建
造

４
０
０
周
年
記
念
事
業
を
開
催

市の鳥・イソヒヨドリ

平成9年8月10日制定�

伊豆高原スプリングフェスタ�

平成16年�

2000年（平成12年）�

―
按
針
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
を
開
設
―�

　市制施行50周年を
記念して制定されまし
た。市民アンケートの
結果を踏まえ、選定委
員会で検討して決定し
ました。伊東市の緑豊
かな風土と自然環境を
大切にする心を象徴し
ています。
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特
集

　
私
は
千
葉
に
生
ま
れ
、
昭
和
44

年
に
伊
東
市
民
と
な
り
ま
し
た
。

伊
東
の
ま
ち
の
第
一
印
象
は
、
キ

ラ
キ
ラ
光
る
海
と
、
緑
の
自
然
の

中
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
温
か

い
人
柄
で
し
た
。
一
年
を
通
じ
て
、

つ
つ
じ
祭
り
、
按
針
祭
、
秋
祭
り

と
季
節
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、
宿

泊
客
の
下
駄
の
音
が
聞
こ
え
る
な

ど
、
ま
さ
に
観
光
地
に
住
ん
で
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
住
み
始
め
た
こ
ろ
の
猪
戸

通
り
は
、
に
ぎ
や
か
さ
が
あ
る
一

方
、
裏
の
方
に
は
空
き
地
も
あ
っ

て
、
毎
日
の
生
活
や
子
育
て
に
便

利
な
良
い
環
境
で
し
た
。
現
在
は

狭
い
道
路
に
車
が
あ
ふ
れ
、
周
囲

は
建
物
が
び
っ
し
り
と
い
う
状
況

に
、
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　
今
ま
で
伊
東
で
生
活
し
て
き
て

一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
平

成
元
年
の
海
底
火
山
噴
火
で
す
。

群
発
地
震
が
続
き
、
火
山
性
微
動

に
驚
き
、
家
族
で
避
難
す
る
か
ど

う
か
を
真
剣
に
相
談
し
、
陸
の
孤

島
と
な
る
伊
東
を
心
配
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
か
ら
、
行
政
に
は
、
予

想
さ
れ
る
災
害
に
備
え
た
防
災
へ

の
取
り
組
み
と
啓
発
に
力
を
入
れ
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
現
在
、
私
は
市
内
女
性
団
体
の

代
表
と
し
て
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ

な
視
察
、
研
修
の
機
会
を
得
て
、

研
鑽
を
し
て
い
る
日
々
で
す
。
そ

の
中
で
、
団
体
の
運
営
を
円
滑
に

進
め
る
に
は
、
会
員
が
「
知
恵
を

出
し
合
い
、
資
金
を
出
し
合
い
、

力
を
出
し
合
う
」
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

私
た
ち
市
民
が
市
政
に
向
き
合
う

姿
勢
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
に

つ
な
が
り
ま
す
。
大
切
な
私
た
ち

の
故
郷
・
伊
東
市
が
国
際
観
光
温

泉
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

で
あ
る
よ
う
、
豊
か
な
緑
と
水
の

自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、

努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
昭
和
９
年
に
松
原
に
生
ま

れ
、
伊
東
市
が
誕
生
し
た
昭
和
22

年
８
月
に
は
、
伊
東
中
学
校
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
市
内
に

中
学
校
は
１
つ
だ
け
で
、
毎
日
往

復
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
歩
い
て
通

っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
昭
和
32
年
か
ら

63
年
ま
で
、
公
式
野
球
場
を
持
つ

旅
館
の
伊
東
ス
タ
ジ
ア
ム
に
勤
め

ま
し
た
。
今
は
介
護
老
人
保
健
施

設
み
は
ら
し
が
建
っ
て
お
り
、
当

時
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊

東
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
プ
ロ
野
球

の
キ
ャ
ン
プ
が
昭
和
27
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
年
、
東
映

フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
が
キ
ャ
ン
プ
を
張

り
ま
し
た
し
、
昭
和
54
年
に
行
わ

れ
た
、
長
嶋
茂
雄
監
督
率
い
る
読

売
巨
人
軍
の
「
地
獄
の
伊
東
キ
ャ

ン
プ
」
は
、
今
で
も
球
界
で
話
題

に
上
る
有
名
な
話
で
す
。

　
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
数

十
社
の
マ
ス
コ
ミ
が
毎
日
帯
同
し

て
報
道
し
ま
す
の
で
、
と
て
も
大

き
な
宣
伝
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

野
球
や
大
学
野
球
、
高
校
野
球
の

キ
ャ
ン
プ
や
試
合
も
行
わ
れ
、
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
時

の
に
ぎ
や
か
さ
は
、
今
で
も
あ
り

あ
り
と
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
伊
東
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り

ま
す
。
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
す
る

に
は
、
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い
気

候
、
温
泉
の
良
さ
、
空
気
や
水
の

お
い
し
さ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
も
ち
ろ
ん
、
伊
東
で
生
ま

れ
育
ち
、
伊
東
を
愛
す
る
者
と
し

て
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
伊

東
に
住
む
人
み
ん
な
で
、
伊
東
を

大
い
に
宣
伝
し
て
数
多
く
の
お
客

さ
ん
を
呼
ん
で
、
こ
の
ま
ち
を
盛

り
上
げ
、
に
ぎ
や
か
に
し
て
い
く

よ
う
、
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

伊東市とは、どんなまちなのか。

住んでみての印象と市外から見た印象とでは、似た部分と異

なる部分がそれぞれあると思います。

今まで伊東市で生活をしてきて印象に残っているエピソード、

働く中で感じたこと、これから伊東市に望まれることなど、

伊東市への思いを４人の方に聞きました。

伊東スタジアムに30年勤務。
このまちに住む人みんなで
伊東を宣伝して盛り上げて、
にぎやかなまちに。

伊東市地域行政連絡調整協議会�
会長（川奈区長）�

前島　優さん�

伊東出身。平成14年２月から川
奈区長を務め、本年２月、伊東市
地域行政連絡調整協議会会長に就
任。川奈在住。

伊東は観光地だと実感。
防災への取り組みが重要。
国際観光温泉文化都市に
ふさわしいまちづくりを。

伊東市女性連盟理事長�

鈴木洋子さん�

千葉出身。昭和44年から伊東市
で過ごす。平成17年４月、伊東
市女性連盟理事長に就任。中央町
在住。
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大
仁
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
間
と

し
て
は
、
伊
東
は
と
て
も
遠
い
存

在
で
し
た
。
今
で
は
車
で
の
片
道

40
分
の
通
勤
に
な
れ
、
気
軽
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
電
車
で

行
く
と
な
る
と
、
な
か
な
か
気
軽

に
は
行
け
な
い
場
所
で
す
。

　
伊
東
と
い
え
ば
按
針
祭
。
子
ど

も
の
こ
ろ
、
「
按
針
祭
の
花
火
は

す
ご
い
」
と
い
う
話
を
、
親
戚
や

近
所
の
人
か
ら
よ
く
聞
き
ま
し
た
。

初
め
て
見
た
の
は
、
伊
東
に
勤
務

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

聞
い
て
い
た
と
お
り
見
ご
た
え
の

あ
る
花
火
大
会
で
、
会
場
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
印
象
的
だ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
た
だ
た
く
さ
ん
の
本

数
を
打
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

協
賛
団
体
・
企
業
、
個
人
を
大
事

に
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
打
ち
上
げ

て
い
て
、
と
て
も
温
か
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
伊
東
で
は
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
多
く
の
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

按
針
祭
は
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て

い
る
の
を
強
く
感
じ
ま
す
。
歴
史

が
古
く
、
市
民
に
浸
透
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
家
族
み
ん

な
が
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
誇
り

に
思
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
す
て
き

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
伊
東
の
ま
ち
を
取
材
し
て
い
て

気
に
な
る
こ
と
は
、
伊
東
駅
前
の

様
子
で
す
。
駅
構
内
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
駅
前
は

人
や
車
が
行
き
交
い
、
慢
性
的
に

混
雑
し
て
い
ま
す
。
歩
き
に
く
く
、

運
転
も
し
づ
ら
く
、
段
差
も
気
に

な
り
ま
す
。
駅
前
の
整
備
が
進
み
、

市
民
も
観
光
客
も
、
お
年
寄
り
も

子
ど
も
も
障
害
者
も
安
心
し
て
歩

け
る
、
洗
練
さ
れ
た
ま
ち
に
な
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
と
輝
く

人
た
ち
を
追
い
、
ほ
っ
と
心
和
む

話
題
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
約
２
年
間
、

助
役
と
し
て
行
財
政
改
革
や
地
域

振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
市

民
と
し
て
も
、
豊
か
な
自
然
や
文

化
、
温
泉
、
そ
し
て
人
情
厚
い

人
々
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
伊
東
市
は
、
美
し
い
海
や
変
化

に
富
ん
だ
海
岸
、
深
い
緑
に
覆
わ

れ
た
山
々
が
あ
り
、
全
域
が
巨
大

な
日
本
庭
園
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。
全
国
有
数
の
湧
出
量
を
誇
る

温
泉
や
、
平
安
時
代
か
ら
近
代
に

至
る
重
厚
な
歴
史
文
化
遺
産
、
そ

し
て
我
が
国
を
代
表
す
る
海
洋
リ

ゾ
ー
ト
も
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
伊
東
で
す

が
、
近
年
、
そ
の
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
は
、
他
地
域
や
海
外
と
の

競
合
に
よ
り
元
気
が
な
い
状
況
が

続
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
、
全
国
で
７
０

０
万
人
以
上
の
団
塊
の
世
代
を
中

心
と
す
る
シ
ル
バ
ー
層
の
人
々
が
、

心
身
の
健
康
と
自
己
実
現
を
求
め
、

自
然
豊
か
な
地
を
訪
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
観
光
機
関
）
に
よ
れ

ば
、
ア
ジ
ア
域
内
の
国
際
観
光
の

伸
び
は
目
覚
ま
し
く
、
中
国
・
韓

国
・
香
港
・
台
湾
な
ど
多
く
の
東

ア
ジ
ア
の
人
々
が
日
本
を
訪
れ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
有
数
の
素
晴
ら
し
い
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
伊
東
市
は
、

こ
の
よ
う
な
シ
ル
バ
ー
層
や
国
際

観
光
客
に
と
っ
て
大
変
魅
力
的
な

地
域
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
自
然
体
験
ツ
ア
ー
や
温
泉

を
生
か
し
た
健
康
増
進
ツ
ア
ー
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
活
用
な
ど
、

新
た
な
観
光
展
開
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
自
称
「
県
庁
伊
東
応
援
団
長
」

と
し
て
、
伊
東
市
の
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。
「
頑
張
れ
伊
東
！
」

今までの伊東市�
伊東市のこれから�
伊東市に住んでみて、伊東市で働いてみて�

伊東は豊かな自然・文化・
温泉に恵まれたまち。
新たな観光展開に期待。
頑張れ伊東！

静岡県環境局次長�
（伊東市元助役）�

青木　昇さん�

沼津市出身・在住。平成17年６
月から本年３月まで伊東市助役を
務める。その間、市内に居住し、
伊東で過ごす。

伊東といえば按針祭と花火。
だれもが安心して歩ける
洗練されたまちに。
心和む話題を提供したい。

伊豆新聞本社取材部記者�

大城美里さん�

大仁出身。平成14年１月から伊
豆新聞本社に勤務。主に伊東市内
の学校、高齢者、まちの身近な話
題を取材。伊豆の国市在住。
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伊東市還暦・60周年
おめでとう!! 一言メッセージ

市民の皆さ
ん、伊東市

にゆかりの
ある皆さん

から、お祝
いの一言メ

ッセージを
いただきま

した。伊東
で元気に育

つ子どもた
ちにも出て

もらいまし
た。

フロリダの町に
住んで20年余と
なります。先日、故郷の伊東を訪ね、

毎日新井から汐吹きまで歩きました。

新井から見た伊東のまちは、私の人

生のエネルギーの素です。あの素晴

らしい風景をたくさんの方に楽しん

でもらいたいです。

　　　　（アメリカ・フロリダ州

　　　　　アリソン・キミエさん）

秋港
の

　銀
鱗踊
る

　　
　浜
言葉

にぎ
やか
な港
の様
子を
詠

みま
した
。

（荻
　平
井公
子さ
ん）

趣味で花の
写真を撮

っています
。物言わ

ぬ自然の声
、目に見

えない人の
心や命を

大切にした
まちづく

りを望みま
す。（川

奈　竹田裕
愿さん）

夏の伊東に遊びに行ったこ

とがあります。海岸沿いの

にぎやかなまちなみや伊豆

高原の静かに流れる時間…。

魅力あふれる伊東市が一度

　で大好きになりました。

（栗東市　野口真紀さん）

以前、白
石ヘリポ

ートでヘ

リ遊覧飛
行の操縦

士をして

いました
。きれい

な海や山
、

温かい人
情があふ

れる伊東

市にでき
た伊東マ

リンタウ

ンに、ぜ
ひ行って

みたいで

す。
（裾野市

　安永昭
三さん）

市制施行50周年で第九を歌

い、それから10年が過ぎま

した。元気に伊東市民とし

て過ごせることに喜びを感

じています。
　　　（宇佐美
　　　　広沢美智子さん）

戦後
の混
乱期
の中
で市
制を
施行
し、

温泉
文化
都市
とし
て熱
海・
別府
とと

もに
発展
して
きま
した
。最
近は
、

佃市
長の
中央
官庁
への
働き
かけ
が

新聞
等で
わか
りま
す。
伊東
市の

ます
ます
の発
展を
お祈
りし
ます
。

（東
京伊
東会
副会
長　

　　
　梅
原清
次さ
ん）

海
や
山
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の

土
地
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
自
然

が
守
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
も
市
民

の
一
人
と
し
て
心
が
け
て
い
き
た

い
で
す
。
（
川
奈
　
岩
渕
恵
さ
ん
、

優
果
ち
ゃ
ん
、
希
実
ち
ゃ
ん
）

豊か
な自
然を
生か
した
観光
施策
、観
光

客が
泊ま
って
、昼
も夜
も楽
しめ
る、
ま

ちの
にぎ
わい
づく
りが
必要
だと
思い
ま

す。
（湯
川　
加藤
信男
さん
）

いつ
まで
も自
然が
残り
、住
んで
いて
良

かっ
たと
思え
るま
ち、
若い
人た
ちが
元

気に
働け
るま
ちに
なっ
てい
って
ほし
い

です
。（
加藤
のぶ
代さ
ん）

伊東市還暦・60周年
おめでとう!! 一言メッセージお祝いの�

祝

周年

素晴らしい気候に恵まれた伊東でおいしい干物を作っています。家族４世代で仲良く伊東に住めて幸せです。（湯川
　大川琢也さん）

稲葉啓介
くん�

　　菜月
ちゃん�

稲葉彩さ
ん�

　　元気
くん�

向井碧ちゃん�　　愛ちゃん�

草野大地くん�
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私も今年還暦を迎えました。
これからも伊東市発展のため、
力を尽くしていきます。
　　　　伊東市長　佃　弘巳

　
８
月
10
日
、
い
よ
い
よ
伊
東
市

は
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
時
に
市
政
を
運

営
し
て
い
る
市
長
と
し
て
、
ま
た
、

同
じ
年
に
生
ま
れ
て
か
ら
60
年
間

を
と
も
に
過
ご
し
て
き
た
市
民
の

一
人
と
し
て
、
誠
に
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

　
こ
の
60
年
間
、
初
代
市
長
の
石

川
哲
氏
か
ら
私
ま
で
８
人
の
市
長

が
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
き
ま
し

た
。
終
戦
か
ら
の
復
興
の
時
期
か

ら
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
現
在

に
至
る
ま
で
、
激
動
の
時
代
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
代
の
中
で
、
歴
代
の
市
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
今
ま
で
伊
東
市
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
を
さ
れ
て
き

た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

「
伊
東
再
生
」
を
掲
げ
、
う
る
お

い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進

め
て
き
ま
し
た
。
長
ら
く
不
況
が

続
い
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中

で
、
市
財
政
は
着
実
に
健
全
化
に

向
か
い
、
将
来
に
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え

た
今
、
伊
東
市
は
ま
さ
に
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
、
輝
き
を
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
の
中
で
人
々
が
夢

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
郷
土
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
な

が
ら
、
本
市
の
将
来
像
「
住
み
た

い
　
訪
れ
た
い
　
自
然
豊
か
な
　
や

す
ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
東
」
の
実
現

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
伊
東
市
還
暦

と
い
う
記
念
の
節
目
を
と
も
に
祝

い
、
さ
ら
な
る
発
展
を
と
も
に
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第1回安針祭（昭和22年）�

市制施行当時の市役所�

伊東の祖・伊東祐親�

８
月
６
日
㈪

・
市
民
夏
の
夕
べ
…
17
時
30
分
か

ら
観
光
会
館
で
開
催
。

８
月
７
日
㈫

・
伊
東
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト
…
19
時

か
ら
観
光
会
館
で
開
催
。

８
月
８
日
㈬

・
松
川
〜
海
上
灯
籠
流
し
…
19
時

30
分
か
ら
伊
東
松
川
（
通
学
橋

〜
海
上
）
で
開
催
。
20
時
50
分

〜
21
時
に
花
火
を
打
ち
上
げ
。

８
月
９
日
㈭

・
太
鼓
合
戦
…
18
時
か
ら
な
ぎ
さ

公
園
で
開
催
。
20
時
50
分
〜
21

時
に
花
火
を
打
ち
上
げ
。

８
月
10
日
㈮

・
市
制
60
周
年
記
念
式
典
…
正
午

　
か
ら
、
第
61
回
按
針
祭
式
典
…

13
時
か
ら
観
光
会
館
で
開
催
。

・
按
針
パ
レ
ー
ド
…
15
時
に
観
光

会
館
を
出
発
。

・
海
上
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
救
難
救
助
訓
練
…
17
時
ご

ろ
に
伊
東
港
沖
で
実
施
。

・
按
針
祭
海
の
花
火
大
会
…
20
時

〜
21
時
に
伊
東
海
岸
で
開
催
。

・
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
電
灯
鑑
飾

…
10
日
夜
に
伊
東
湾
で
実
施
。

８
月
11
日
㈯

・
市
制
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

…
海
上
自
衛
隊
は
10
時
30
分
か

ら
、
ビ
バ
ー
チ
ェ
は
13
時
30
分

か
ら
観
光
会
館
で
開
催
（
入
場

に
は
整
理
券
が
必
要
）
。

・
海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
・
輸
送
艇

の
一
般
公
開
…
９
時
30
分
〜
11

時
、
13
時
〜
16
時
に
耐
震
バ
ー

ス
で
開
催
。

市制施行日の８月10日を中心に
開催される按針祭などの行事・イ
ベントをお知らせします。みんな
で参加して楽しみながら、60周
年をお祝いしましょう。
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新規墓所使用者の募集
　８月20日㈪から９月20日㈭まで募
集します。１世帯１区画の受付です。
募集要項等は、振興公社事務室（観光
会館）、市役所環境防災課窓口、各出
張所・連絡所にあります。９月26日
㈬に抽選をします。

８月はお盆、終戦の時期です。
亡くなったご先祖様、戦没者の方々を供養し追悼する
とともに、今こうして生きていることの意味、平和の
大切さを考えてみましょう。

無料送迎バスの運行
　８月13日㈪・14日㈫、天城霊園
にお墓参りに行く方の無料送迎バス
を下の表のとおり運行します。予約
の必要はなく、雨天でも運行します。
午前と午後とでは、ルートが異なり
ます。

　８月６日は広島に、
９日は長崎に原爆が投
下された日です。原爆
による死没者や戦没者
の冥福と恒久平和を祈
り、鐘を合図にそれぞ
れの家庭、職場、地域
で黙とうを捧げましょ
う。
鐘の吹鳴時間
　８月６日㈪８時15分
　　　９日㈭11時２分
　　　15日㈬正午

　
収
集
日
の
８
月
16
日
㈭
は
、
８

時
30
分
ま
で
に
地
区
ご
と
指
定
さ

れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宇
佐
美
　
烏
川
橋
、
仲
川
橋
、
宮

川
橋
、
金
草
橋
の
各
橋
際
、
留

田
火
の
見
下

湯
　
川
　
湯
川
船
揚
場
堤
防
際

松
　
原
　
渚
橋
際
（
新
井
側
）

玖
須
美
　
水
産
試
験
場
前
（
新
井

側
）、市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
入
口

新
　
井
　
旧
交
番
横
、
東
町
会
館

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

岡
　
聖
母
幼
稚
園
前
、
緑
風
園
裏
、

い
づ
み
荘
の
橋
上

鎌
　
田
　
和
泉
橋
際
（
伊
豆
急
行

線
高
架
橋
の
川
沿
い
上
流
側
）
、

城
平
住
宅
Ａ
棟
上

川
　
奈
　
東
町
船
揚
場
入
口
、
川

奈
漁
協
前
広
場

吉
　
田
　
神
社
前
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

富
　
戸
　
旧
富
戸
出
張
所
先
海
岸

埋
立
地

八
幡
野
　
港
船
揚
場
、
伊
東
道
線

赤
　
沢
　
海
岸
駐
車
場

　
こ
の
ほ
か
富
士
見
、
城
星
、
田

代
、
長
美
代
、
促
進
町
、
川
奈
小

室
町
、
富
戸
払
町
、
荻
、
十
足
、

池
地
区
の
方
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
！

∇
一
般
の
可
燃
ご
み
は
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

∇
長
い
竹
な
ど
は
、
１
ｍ
ぐ
ら
い

に
切
っ
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

∇
お
線
香
な
ど
の
火
気
類
は
近
づ

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

∇
16
日
に
出
せ
な
い
場
合
は
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

t

美
化
推
進
課

　
☎
内
線
２
４
７
２

鐘を合図に
黙とうを
捧げましょう

　戦没者等の死亡当時
のご遺族で、平成17
年４月１日の時点で公
務扶助料や遺族年金を
受ける方がいない場合、
特別弔慰金として、額
面40万円の10年償還
記名国債を支給します。
対象は、次の順番によ
る先順位のご遺族お一
人です。まだ請求をし
ていない方は、平成
20年３月31日までに
請求をしてください。
１弔慰金の受給権者
２戦没者の子
３①父母、②孫、③祖
父母、④兄弟姉妹
（生計を有していな
かった方は除く）

４上記１～３以外の３
親等内の親族（戦没
者等の死亡時まで引
き続き１年以上生計
を有していた方に限
る）

t社会福祉課
　☎内線２５１１

第８回特別弔慰金
まだ請求をして
いないご遺族へ

伊東駅東海
バス送車場 逆川

13：30行き 13：35 13：40 13：45 14：00 14：10 14：20

川奈口 吉田 伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場逆川

15：10帰り 15：20 15：30 15：45 15：50 15：55 16：00

川奈口吉田伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停天城霊園

伊東駅東海
バス送車場

停車
場所 西校前

9：30行き 9：35 9：40 9：45 9：55 10：00 10：10

宮川 荻緑町 蝋人形館前
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場西校前

11：00帰り 11：10 11：15 11：25 11：30 11：35 11：40

宮川荻緑町蝋人形館前
霊園入口
南原バス停天城霊園

午前の部
運行日　８月13日㈪・14日㈫

午後の部

停車
場所

停車
場所

停車
場所

ご先祖様と戦没者の

～天 城 霊 園～

供養と追悼

お盆
飾
り
付
け
供
物
の

収
集
は
８
月
16
日
㈭

t振興公社　☎37-7135

市営天城霊園�
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優
れ
た
技
能
で
伊
東
市
の
発
展

を
長
い
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
を
、
技
能
功
労
者
と
し
て
表

彰
し
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
18
人

の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今

年
の
表
彰
の
対
象
と
な
る
方
の
推

薦
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　
次
の
項
目
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
市
内
に
住
み
、
主
と
し
て
市
内

で
働
い
て
い
る
方
（
市
内
で
20

年
以
上
働
い
て
い
る
方
）

②
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
輩
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
方

③
同
一
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
、

年
齢
が
満
60
歳
以
上
の
方
（
昭

和
22
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）

◇
該
当
す
る
職
業

　
左
の
表
の
と
お
り

◇
推
薦
す
る
方

①
所
属
し
て
い
る
団
体
、
ま
た
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
所
属
し
て

い
る
団
体
の
代
表
者
…
伊
東
建

設
関
連
業
者
連
絡
協
議
会
、
伊

東
造
園
事
業
協
同
組
合
、
伊
東

菓
子
組
合
、
伊
東
市
建
築
大
工

組
合
、
伊
東
建
具
事
業
協
同
組

合
な
ど
の
組
織
・
団
体

②
地
域
の
代
表
者
…
区
長
な
ど

③
勤
め
先
の
代
表
者
…
会
社
の
社

長
・
会
長
な
ど

◇
手
続
き
の
方
法

　
推
薦
書
は
、
産
業
課
窓
口
、
伊

東
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。
推

薦
期
限
は
９
月
７
日
㈮
ま
で
で
す
。

推
薦
さ
れ
た
方
々
を
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
表
彰

は
11
月
中
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

t

産
業
課

　
☎
内
線
２
７
３
６

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
伊

東
市
で
は
総
合
防
災
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
東
海
地
震
を

想
定
し
、
地
震
発
生
の
予
知
か
ら

発
災
ま
で
的
確
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い

ま
す
。
各
地
域
で
実
施
さ
れ
る
防

災
訓
練
に
参
加
し
て
、
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る

自
ら
の
地
域
は
皆
で
守
る

　
阪
神
大
震
災
で
は
、
亡
く
な
っ

た
方
の
８
割
以
上
が
家
屋
や
家
具

な
ど
の
下
敷
き
と
な
っ
て
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
防
災
対
策
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
自
宅
の
耐
震
化
や

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
は
、
自
分

の
命
を
守
る
た
め
に
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

も
う
一
度
家
庭
内
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
域
を
皆
で
守
る
た
め

に
も
、
消
火
訓
練
や
救
護
訓
練
な

ど
、
地
域
で
行
う
防
災
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
や
神
奈
川

県
西
部
の
地
震
な
ど
、
未
曾
有
の

大
災
害
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

飲食物調理
接客サービス
生活衛生サービス
保健医療
農業
林業
漁業
採掘
窯業製品製造
土石製品製造
金属材料製造
化学製品製造
金属加工
金属溶接・溶断
一般機械器具組立・修理
電気機械器具組立・修理
輸送用機械器具組立・修理
計器・光学機械器具組立・修理
飲料・たばこ製造
食品原料製造
食料品製造
紡糸
織布団関連
衣服繊維製品製造
木・竹・つる製品製造
パルプ・紙・紙製品製造
印刷製本
ゴム・プラスチック製品製造
革・革製品製造
装身具等身の回り品製造
建設業
その他の技能工

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

技能功労者該当業種

「高度経済成長の時代から30年以上、この道に
努めてきました」建築大工の職種で昨年表彰を
受けた前島光吉さん（富戸）

総合�
訓練�

昨年の訓練の様子�
宇佐美小学校・中学校を�
会場として実施�

t環境防災課

　☎内線２４３１
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高
齢
者
の
介
護
等
に
関
す
る

相
談
会
の
開
催

　
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
介
護
保

険
や
介
護
予
防
、
健
康
や
福
祉
な

ど
、
高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
に
関

す
る
こ
と
を
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
８
月
22
日
㈬
〜
24
日
㈮

　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

内
　
容
　
高
齢
者
の
介
護
に
関
す

る
相
談
（
健
康
、
介
護
保
険
、

福
祉
用
具
、
交
流
の
場
の
こ
と

な
ど
）
に
、
社
会
福
祉
士
、
看

護
師
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
専
門
職
が
お
答

え
し
ま
す
。

t

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
３
７

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
伊
東
市
で
の
介
護
保
険
の
運
用

が
円
滑
、
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会

に
、
被
保
険
者
代
表
の
委
員
と
し

て
参
画
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
で
40
歳
以
上

の
介
護
保
険
被
保
険
者
（
８
月

１
日
現
在
）

人
　
数
　
２
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
）

応
募
方
法
　
介
護
保
険
制
度
に
対

す
る
考
え
、
意
見
を
１
２
０
０

文
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
３
枚
）
以
内
に
ま
と
め
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
、
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

締
　
切
　
８
月
20
日
㈪

※
委
員
に
は
所
定
の
報
酬
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

t

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
３
２

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
の
家
庭
の
状
況
を
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け

が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
８
月
分
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
現

況
届
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
８

月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮
に
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
当
の
支
給
額
は
所
得

等
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。
所
得
の

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
の
更
新

　
国
民
健
康
保
険
の
新
し
い
被
保

険
者
証
（
個
人
カ
ー
ド
）
を
９
月

21
日
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
、
世
帯
主
氏
名
、
被
保

険
者
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
間
違
い
が

あ
っ
た
場
合
は
、
保
険
年
金
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
は
、
住
民
基
本
台

帳
の
住
所
地
宛
て
に
「
転
送
不
要

扱
」
で
郵
送
し
ま
す
。
郵
便
局
に

転
送
届
を
出
し
て
い
る
場
合
で
も

転
送
さ
れ
ず
に
、
保
険
年
金
課
へ

戻
さ
れ
ま
す
。
入
院
・
旅
行
な
ど

で
長
期
間
留
守
に
す
る
方
や
、
既

に
転
送
届
を
郵
便
局
に
出
し
て
い

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
配
達

記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。
８
月

31
日
㈮
ま
で
に
国
保
税
納
税
通
知

書
に
同
封
の
「
国
保
だ
よ
り
」
の

配
達
記
録
郵
便
申
込
書
を
保
険
年

金
課
に
送
付
す
る
か
、
印
鑑
を
持

っ
て
保
険
年
金
課
窓
口
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

年
度
に
配
達
記
録
郵
便
で
の
送
付

を
申
し
込
ま
れ
た
世
帯
に
は
、
今

年
度
も
配
達
記
録
郵
便
で
送
付
し

ま
す
。

※
配
達
記
録
郵
便
は
、
書
留
郵
便

と
同
様
の
扱
い
に
な
り
、
配
達

時
に
ご
不
在
の
場
合
、
郵
便
局

に
１
週
間
留
め
置
か
れ
ま
す
。

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
な
く
国

保
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
、
短

期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
納
付
を
忘
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
納
付
が
困
難
な

方
は
、
収
納
課
で
納
税
相
談
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

t

保
険
年
金
課
（
医
療
や
保
険
の

資
格
、
保
険
税
額
、
申
告
等
）

　
☎
内
線
２
５
５
２

　
収
納
課
（
納
付
、
口
座
振
替
）

　
☎
内
線
２
３
７
４
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申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
事
前

に
申
告
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

あ
わ
せ
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
児
童
課

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

t

児
童
課

　
☎
内
線
２
５
４
３

荻
幼
稚
園
の
臨
時
教
諭
を

募
集
し
ま
す

　
荻
幼
稚
園
で
臨
時
教
諭
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

対
　
象
　
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を

お
持
ち
の
方

人
　
数
　
１
人

勤
務
開
始
　
８
月
下
旬
か
ら

申
　
込
　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
貼
付
）
を
教
育
委
員
会

管
理
課
窓
口
に
提
出

t

教
育
委
員
会
管
理
課

　
☎
内
線
２
８
２
１

親
子
料
理
教
室
の
開
催

〜
環
境
に
優
し
い
調
理
法
〜

　
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
親

子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
無

駄
の
な
い
食
材
の
利
用
や
環
境
に

優
し
い
調
理
法
を
親
子
で
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
８
月
20
日
㈪
10
時
〜
13

時
場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
小
・
中
学
生
の
親
子

定
　
員
　
12
組
（
申
込
順
）

材
料
費
　
１
人
５
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
上
履
き

講
　
師
　
市
健
康
推
進
課
栄
養
士

申
　
込
　
環
境
防
災
課
に
電
話
で

（
８
月
１
日
㈬
受
付
開
始
）

t

環
境
防
災
課

　
☎
内
線
２
４
３
４

戸
籍
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

　
戸
籍
と
は
、
日
本
人
の
一
人
一

人
の
身
分
関
係
（
夫
婦
、
親
子
、

兄
弟
姉
妹
な
ど
）
を
記
載
し
た
公

簿
で
す
。
今
ま
で
戸
籍
の
原
本
は

紙
の
帳
簿
で
扱
っ
て
き
ま
し
た
が
、

12
月
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
戸
籍

事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、

次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

・
届
出
が
正
確
に
速
く
処
理
さ
れ
、

証
明
書
を
発
行
す
る
ま
で
の
時

間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

・
帳
簿
が
電
子
媒
体
に
な
り
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

・
謄
本
・
抄
本
が
縦
書
き
か
ら
横

書
き
に
な
り
、
内
容
が
項
目
化

さ
れ
て
見
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
伊
東
市
に
は
現
在
、
約
３
万
１

６
０
０
の
戸
籍
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
全
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
戸
籍
の

改
製
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

t

市
民
課

　
☎
内
線
２
４
１
５

情
報
公
開
審
査
会
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
が
情
報
公
開
条
例
や
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
て
、
情

報
の
公
開
や
自
己
情
報
の
閲
覧
な

ど
を
請
求
し
た
時
、
そ
の
請
求
に

対
す
る
市
の
決
定
に
不
服
が
あ
っ

た
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
の
救
済

措
置
と
し
て
、
情
報
公
開
審
査
会

と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
不
服

申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
市
は
審

査
会
に
諮
問
し
て
、
市
の
決
定
が

適
切
か
ど
う
か
意
見
を
聴
き
、
再

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
審
査
会
に
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
、
市
民
の
中
か
ら

委
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

人
　
数
　
１
人

応
募
方
法
　
情
報
公
開
と
個
人
情

報
保
護
に
関
し
て
日
ご
ろ
考
え

て
い
る
こ
と
を
、
１
２
０
０
文

字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

３
枚
）
以
内
に
ま
と
め
、
申
込

用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
経
歴
な
ど

を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
庶
務
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

締
　
切
　
８
月
24
日
㈮

※
委
員
に
は
所
定
の
報
酬
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

t

庶
務
課

　
☎
内
線
２
３
１
８

簡
易
な
修
繕
工
事
に
参
加

す
る
た
め
の
資
格
登
録
受
付

　
市
が
市
内
に
発
注
す
る
１
０
０

万
円
未
満
の
簡
易
な
修
繕
工
事
を

行
う
た
め
に
は
、
参
加
資
格
の
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
追
加
登

録
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

昨年はデコレーション寿司を作ったよ�
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対
象
業
者
　
伊
東
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者
で
、
伊
東

市
建
設
工
事
競
争
入
札
参
加
登

録
が
さ
れ
て
い
な
い
者
（
建
設

業
の
許
可
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
）
。

提
出
書
類
　
簡
易
な
修
繕
工
事
参

加
登
録
申
請
書
、
納
税
証
明
書

　
※
申
請
書
は
庶
務
課
窓
口
で
配

　
布
し
ま
す
。

提
出
方
法
　
庶
務
課
窓
口
（
市
役

所
６
階
）
に
持
参

受
付
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
10
日

㈪
登
録
有
効
期
間
　
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で

t

庶
務
課

　
☎
内
線
２
２
７
３

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

８
月
10
日
は
道
の
日
で
す

　
日
本
で
最
初
の
道
路
整
備
に
関

す
る
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次
道

路
改
良
計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
ち
な
み
、
毎
年
８
月
を
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
期
間
中
の
８
月
10
日
を

道
の
日
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

の
最
優
秀
推
進
標
語
は
「
ま
た
明

日
　
元
気
に
会
お
う
　
こ
の
道

で
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
み
ん

な
の
財
産
で
あ
る
道
路
の
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
大
切
に
利
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

t

土
木
道
路
課

　
☎
内
線
２
６
２
６

花
咲
く
し
ず
お
か

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　
素
敵
な
花
壇
や
花
と
緑
に
あ
ふ

れ
た
庭
、
緑
化
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
募
集
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。

対
　
象
　
平
成
18
年
秋
以
降
の
県

内
の
花
壇
、
活
動
な
ど

部
　
門

①
学
校
の
部

②
職
場
・
地
域
の
部

　
面
積
２
０
０
㎡
未
満
の
部

　
面
積
２
０
０
㎡
以
上
の
部

③
個
人
の
部

　
面
積
20
㎡
未
満
の
部

　
面
積
20
㎡
以
上
の
部

応
　
募
　
産
業
課
窓
口
に
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

８
月
31
日
㈮
ま
で
に
産
業
課
ま

た
は
県
東
部
農
林
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

t

県
東
部
農
林
事
務
所

　
☎
０
５
５（
９
２
０
）２
１
５
９

　
産
業
課

　
☎
内
線
２
７
３
８

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
24
日
㈮
９
時
15
分

〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
18
年
８
月
・
９
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
お

も
ち
ゃ

申
　
込
　
７
月
30
日
㈪
〜
８
月
10

日
㈮
に
電
話
で

地
域
食
育
講
座

　
離
乳
食
中
期
〜
後
期
の
教
室
で

す
。
離
乳
食
の
作
り
方
や
取
り
分

け
方
、
保
存
方
法
な
ど
を
実
習
し

ま
す
。

日
　
時

　
①
８
月
29
日
㈬
10
時
か
ら

　
②
９
月
10
日
㈪
10
時
か
ら

会
　
場
　
①
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
②
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

対
　
象
　
離
乳
食
時
期
の
乳
幼
児

と
保
護
者

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
　
込
　
①
８
月
９
日
㈭
〜
22
日

㈬
、
②
８
月
20
日
㈪
〜
31
日
㈮

に
電
話
で

知って得する�

健康情報�
知って得する�

健康情報�
申込み・お問い合わせは・・・
保健福祉センター（健康推進課）
d37-6321または
d36-0111 内線2565～2567へ
※土日祝日を除く

　大腰筋トレーニングマシンと温泉を活用した健脳
健身教室への参加者を募集します。
対　象　腰痛、肩こり、不眠などでお悩みの方また
は健康を維持したい方で、説明会と体力測定を含
めた日程に参加できる方。今後の健康づくり事業
の参考とするため、体力測定の結果や教室の様子
を撮影した写真などを使用することに同意される
方。

日　時
《説明会・事前体力測定等》８月27日㈪午前
《教室》９月10日㈪～11月23日㈮
　Ｃ１コース…毎週月・木曜日10時～正午
　Ｃ２コース…毎週月・木曜日13時30分～15時30分
　Ｄ１コース…毎週水・金曜日10時～正午
　Ｄ２コース…毎週水・金曜日13時30分～15時30分
《事後体力測定等》11月29日㈭午後
内　容　東京大学名誉教授小林寛道さんの監修によ
る大腰筋トレーニングマシンを利用した運動、大
腰筋体操、温泉のかけ湯（午前のコースのみ）

定　員　各コース10人、計40人
会　場　伊東マリンタウンスパ棟２階
受講料　2500円（保険料、テキスト代など）
申　込　はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、希
望コースを記入し、８月15日㈬までに市役所企
画政策課にお送りください。応募多数の場合は抽
選となります。受講者には郵送で通知をします。

t企画政策課　☎内線２２５２

健脳健身健脳健身 参加者募集�
教室
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世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書�

住所
郵便番号　　　　　－

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　－

性別　男 ・ 女

明治・大正
昭和

昭和・平成

生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日

Ｂ型肝炎またはＣ型
肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

保険年金課（市役所）・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

切
り
取
っ
て
市
役
所
往
き
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い

第１号様式（第８条関係）

世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書�

住所
郵便番号　　　　　　　－

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　－

性別　男 ・ 女

明治・大正
昭和

昭和・平成

生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日

Ｂ型肝炎またはＣ型
肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

返信

保険年金課（市役所）・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

伊東太郎伊

東

太

郎

様

伊
東
市
○
○
○
町

　
　
○
○
丁
目
○
○
番
○
○
号

伊東花子

○○○○○○
○○　××××

○○町××丁目△番○号

＊＊ ＊＊ ＊＊

＊＊ ＊＊ ＊＊

○○○　××××

○

○
○

○

50 ○○○ ××××

伊
東
市
保
健
福
祉
部

保
険
年
金
課
行

受
診
券
と
し
て

使
用
し
ま
す
の
で

白
紙
の
ま
ま
に

し
て
く
だ
さ
い

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

50 4 1 4 8 5 5 5

往信

返信用表面 往信用裏面

往復はがき記入例

往信用表面 返信用裏面

・
資
格
取
得
年
月
日
は
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ご
家
族
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
記
入
事
項
を
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

（
気
に
な
る
方
は
、
は
が
き
の
四
隅
を
テ
ー
プ
で
と
め
て
く
だ
さ
い
。
）

知って得する�

健康情報�

受
診
で
き
る
方

①
平
成
19
年
９
月
１
日
現
在
、
満

35
歳
以
上
の
方

②
伊
東
市
の
国
民
健
康
保
険
に
平

成
18
年
９
月
１
日
か
ら
引
き
続

き
加
入
し
て
い
る
方

③
平
成
18
年
度
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
方

④
平
成
19
年
度
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
行
う
39
歳
以
下
健
康
診

査
と
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
な
い
方
、
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
方

⑤
平
成
19
年
７
月
１
日
以
降
に
、

胃
内
視
鏡
検
査
や
腹
部
超
音
波

検
査
を
受
診
し
て
い
な
い
方

定
　
員
　
２
３
０
人
（
男
性
・
女

性
と
も
１
１
５
人
ず
つ
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
下
の
記
入

例
を
参
考
に
し
て
申
請
書
に
記

入
し
、
切
り
取
っ
て
往
信
用
裏

面
に
貼
っ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
は
が
き
は
、
１
人
１
枚
に

限
り
ま
す
。

　
　
返
信
用
表
面
に
は
、
申
請
者

の
郵
便
番
号
（
７
ケ
タ
）
、
住

所
、
方
書
き
、
氏
名
（
様
付

き
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
通
知
書
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
　
〒
４
１
４
‐
８
５
５
５

大
原
２
‐
１
‐
１
　
市
役
所
保

険
年
金
課

申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈬
〜
21
日

㈫
（
21
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

受
診
券
引
換
券
の
送
付
　
受
診
で

き
る
方
に
は
、
受
診
券
引
換
券

を
送
付
し
ま
す
。
で
き
な
い
方

に
は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

９
月
７
日
㈮
に
な
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
年

金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
・
負
担
金
　
受
診
券
引
換
券

が
届
い
た
ら
、
負
担
金
と
被
保

険
者
証
を
持
っ
て
、
受
診
資
料

受
領
場
所
ま
で
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
負
担
金
額
は
、
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

検
査
内
容
　
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、
肝

機
能
、
腎
機
能
、
膵
機
能
）
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
尿
検
査
、

大
腸
が
ん
検
査
、
前
立
腺
が
ん

検
査
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
胃
カ
メ
ラ
検

査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
な
ど

受
診
で
き
る
医
療
機
関
　
大
川
胃

腸
科
外
科
、
立
花
胃
腸
科
外
科
、

か
と
う
内
科
・
皮
フ
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
伊
東
病
院
、
長
谷
川
胃

腸
科
内
科
、
は
ぁ
と
ふ
る
内

科
・
泌
尿
器
科
川
奈
・
伊
豆
高

原
、
青
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
田
島

医
院
、
前
田
医
院
、
た
か
や
す

医
院
、
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆

高
原
、
山
本
医
院

健
診
期
間
　
10
月
１
日
㈪
〜
12
月

21
日
㈮ 健脳健身

※Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査は、過去に一度検査され
た方は必要ありません。平成12年度以降、人間
ドックを受診された方と基本健診で肝炎の検査
を受けた方は、検査なしとなりますので、申請
書の「肝炎検査を受けたことがある」の部分を
○で囲んでください。

肝炎検査あり 肝炎検査なし負
担
金
男性 1 3 , 3 5 0円 1 2 , 4 7 0円
女性 1 2 , 5 2 0円 1 1 , 6 4 0円

国民健康保険に加入している皆さん、
自覚症状の少ない生活習慣病の早期発
見・早期治療のために、健康診断を受
けましょう。

t保険年金課　d内線２５５１

一日
人間 クドッ



　
伊
東
市
が
こ
れ
ま
で
に
把
握
し

た
江
戸
時
代
の
古
文
書
は
、
お
よ

そ
６
７
０
０
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
点
を
超
え
る
玖
須
美
区

有
の
文
書
が
最
大
で
、
宇
佐
美
の

名
主
だ
っ
た
荻
野
家
や
杉
山
家
の

文
書
な
ど
も
数
百
点
に
達
し
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
数
点
か
ら
数
十

点
の
古
文
書
を
伝
え
る
家
も
多
数

あ
り
、
調
査
が
ま
だ
行
き
届
い
て

い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
古
文
書
は
先
祖
た
ち
の
行
動
を

伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
市
史
編
さ

ん
室
で
は
、
市
内
に
残
る
江
戸
時

代
の
古
文
書
は
、
残
り
な
く
全
点

調
査
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

漏
れ
の
な
い
調
査
を
目
指
し
て
、

所
有
者
の
家
庭
を
お
訪
ね
す
る
作

業
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
岡
と
松
原
地
区
の
古
文
書
が

未
発
見
の
状
態
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
新
し
い
市
史
に
岡
と
松
原

の
歴
史
が
欠
け
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
合
計
６
７
０
０
点
を
超
え
る
こ

れ
ら
の
古
文
書
は
、
い
ず
れ
も
数

百
年
前
の
伊
東
の
人
た
ち
が
、
当

時
の
流
儀
に
従
っ
て
毛
筆
で
和
紙

に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の

た
め
、
わ
ず
か
数
行
の
文
字
で
も
、

読
み
解
く
の
に
は
大
変
な
手
間
と

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
苦
労
を
も
の
と
も
せ

ず
に
、
毎
月
２
回
の
例
会
を
開
い

て
、
先
人
の
残
し
た
記
録
の
解
読

に
当
た
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
市
立
伊
東
図
書
館
が

開
催
し
た
古
文
書
解
読
講
座
の
受

講
生
が
主
体
に
な
っ
て
結
成
さ
れ

た
、
「
上
ノ
坊
古
文
書
サ
ー
ク

ル
」
と
「
古
文
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
ど
ち
ら
の

グ
ル
ー
プ
も
、
市
内
の
旧
家
か
ら

見
つ
か
っ
た
古
記
録
や
古
文
書
の

解
読
作
業
に
携
わ
っ
て
十
数
年
の

ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
で
す
。
会
員
に

お
話
を
聞
く
と
、
「
古
文
書
を
通

し
て
物
事
の
由
緒
や
人
々
の
喜
怒

哀
楽
が
実
感
で
き
る
し
、
何
よ
り

自
分
の
知
識
を
深
め
ら
れ
る
の
で
、

楽
し
く
続
け
て
い
ま
す
」
と
い
う

感
想
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
た

新
し
い
『
伊
東
市
史
』
は
、
古
文

書
解
読
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
編
集
段
階
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く

の
方
に
古
文
書
サ
ー
ク
ル
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

t

生
涯
学
習
課

　
d

内
線
２
８
４
５

　
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
d

内
線
２
８
９
９

◇
県
民
の
日
っ
て
何
？

　
明
治
９
年
８
月
21
日
、
当
時
の

静
岡
県
と
浜
松
県
が
合
併
し
て
、

ほ
ぼ
今
の
形
の
静
岡
県
が
誕
生
し

ま
し
た
。
平
成
８
年
に
誕
生
１
２

０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
８
月
21
日
を
県
民
の
日
と
し

ま
し
た
。

◇
施
設
を
無
料
で
開
放

　
今
年
は
「
静
岡
県
を
、
み
ん
な

で
遊
ぼ
う
、
学
ぼ
う
。
」
と
題
し
、

８
月
21
日
の
県
民
の
日
を
中
心
に
、

県
内
の
施
設
の
入
場
料
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
市
内
で
無
料
に
な
る

施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

木
下
杢
太
郎
記
念
館

　
８
月
21
日
㈫
〜
24
日
㈮
９
時
〜

16
時
30
分

市
営
海
浜
プ
ー
ル

　
８
月
21
日
㈫
９
時
〜
17
時
（
16

時
〜
17
時
は
、
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
に
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
）

東
海
館

　
８
月
21
日
㈫
９
時
〜
21
時
（
入

浴
は
11
時
〜
20
時
、
入
浴
料
は

１
０
０
円
引
き
）

t

企
画
政
策
課

　
☎
内
線
２
２
５
４

8月21日は�

県民の日�

上ノ坊古文書サークルの例会・入門講座の様子�

古
文
書
の
解
読

第
17
話
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今月の
　新着予定図書
今月の
　新着予定図書

ハ
ル
、
ハ
ル
、
ハ
ル

古
川
日
出
男

ド
ロ
ッ
プ
ス

永
井
す
る
み

蟹
と
彼
と
私

荻
野
ア
ン
ナ

青
い
鳥

重
松
　
　
清

あ
な
た
の
呼
吸
が
止
ま
る
ま
で

島
本
　
理
生

タ
タ
ド

小
池
　
昌
代

知
よ
り
情
だ
よ

渡
辺
　
淳
一

博
士
の
本
棚

小
川
　
洋
子

木
洩
れ
日
に
泳
ぐ
魚

恩
田
　
　
陸

に
こ
に
こ
貧
乏

山
本
　
一
力

朝
顔
は
ま
だ
咲
か
な
い

柴
田
よ
し
き

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
・
エ
ッ
グ

荻
原
　
　
浩

女
で
す
も
の

内
田
　
春
菊
・
よ
し
も
と
ば
な
な

晩
夏
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

あ
さ
の
あ
つ
こ

あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら

瀬
尾
ま
い
こ

ク
レ
イ

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド

千
年
の
祈
り

イ
ー
ユ
ン
・
リ
ー

マ
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

ケ
リ
ー
・
リ
ン
ク

原
爆
を
つ
く
っ
た
男

カ
イ
・
バ
ー
ド
ほ
か

幼
児
化
す
る
日
本
社
会

榊
原
　
英
資

お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後

上
野
千
鶴
子

田
崎
真
也
の
今
こ
そ
島
焼
酎

気
軽
な
保
存
食
―
初
め
て
の
少
量
手
作
り

◇
児
童
書
・
絵
本

風
景

わ
た
し
の
お
と
う
と

ミ
サ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ

夏
は
お
ば
け
が
い
っ
ぱ
い

開館時間　９時30分～18時
休 館 日　月曜日・31日F

t図書館　d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない
　場合もあります。ご了承ください。

禁
煙
外
来
が

健
康
保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た

　
従
来
の
禁
煙
外
来
は
自
由
診
療

で
、
禁
煙
補
助
剤
の
ニ
コ
チ
ン
パ

ッ
チ
も
全
額
自
己
負
担
で
し
た
。

し
か
し
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
病

院
の
全
敷
地
内
禁
煙
の
実
施
に
伴

い
、
禁
煙
外
来
が
健
康
保
険
適
用

に
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
診
療
の
対
象
に
な
る
患
者

の
条
件
は
、
次
の
４
点
で
す
。

①
ニ
コ
チ
ン
依
存
テ
ス
ト
で
ニ
コ

チ
ン
依
存
と
診
断
さ
れ
る
。

②
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数

が
２
０
０
以
上
で
あ
る
。

③
直
ち
に
禁
煙
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
。

④
禁
煙
治
療
に
関
し
て
説
明
を
受

け
、
文
書
で
同
意
す
る
。

　
禁
煙
外
来
は
、
内
科
外
来
で
毎

週
火
曜
日
14
時
か
ら
16
時
ま
で
診

療
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
治

療
の
手
順
は
、
ほ
か
の
保
険
診
療

と
同
様
に
カ
ル
テ
を
作
成
、
問
診

票
に
記
入
、
喫
煙
歴
を
確
認
、
ニ

コ
チ
ン
依
存
度
を
確
認
、
呼
気
中

の
一
酸
化
炭
素
の
測
定
、
ニ
コ
チ

ン
パ
ッ
チ
に
よ
る
禁
煙
法
の
説
明
、

禁
煙
の
意
思
を
文
書
で
確
認
、
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
の
処
方
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
す
。
次
回
の
診
察
を

予
約
し
て
、
初
回
の
診
察
は
終
わ

り
で
す
。
診
察
は
、
初
回
、
２
週

目
、
４
週
目
、
８
週
目
、
12
週
目

の
全
５
回
で
修
了
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
禁
煙
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

t

市
立
伊
東
市
民
病
院

　
☎
（37）
２
６
２
６

―
市
民
病
院
の

　
　
お
医
者
さ
ん
の
話
―

病院管理者・内科�
築地治久先生�

７月１日㈰
中央商店街七夕まつり

　ダンスや歌のステージ、氷の彫像の展示
なども行われ、アーケードが人でいっぱい
になるほどにぎわいました。

７月３日㈫～15日㈰
文学碑拓本コンクール作品展

　市内に点在する文学碑の拓本作品が市役
所市民ロビーに展示されました。伊東を訪
れた文人墨客の心が一同に会しました。
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皆さんの声をお聞かせください
　皆さんからのおたよりを募集しています。広報いとうや市役
所に関して思うこと、「感謝の気持ち」「今になって謝りたい
こと」など、何でも結構です。お気軽におたよりをお寄せくだ
さい。50字ぐらいの短いものでも大歓迎です。紙面掲載時に
匿名希望の方でも受け付けます。
　はがき・封書に住所・氏名・年齢・電話番号と、ご意見を記
入し、市役所秘書広報課　おたより宝庫係（〒414-8555大原
二丁目1番1号）までお送りください。FAX（36-1104）と
E-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーでは、市民の方の
ご意見を掲載しています。日ご
ろ皆さんが思っていること、感
じていることなどを、どしどし
お寄せください。�

t生涯学習センター中央会館 d36-5411 ℻36-4166

だるま森のがっきやさん�

　このコーナーでは、皆さんの生涯学習情報の
交換のお手伝いをしています。
　内容に関するお問い合わせは、直接、代表者
または連絡先などにお願いします。

《伊東おやこ劇場》
　子どもたちの豊かな心を育みたいと願い、生
の舞台や音楽の鑑賞（年４回）のほか、デイキ
ャンプ（今年は８月26日㈰の予定）などの体
験活動も活発に行っています。
【例会】音づくりパフォーマンス「だるま森の
がっきやさん」

日　時　９月９日㈰　13時30分から
会　場　観光会館第１会議室
内　容　あやしいサーカスのような不思議でカ
ラフルな芝居小屋の
前で、総合工作芸術
家「だるま森」がお
もしろ楽器を作りま
す。みんなでスイカ
の楽器も作ります。

連絡先　辻井好美
　☎36-3210

《ふるさと消防団活性化事業により
　　消防団イベント用テントを購入しました》
　ふるさと消防団活性化事業は、消防団活動に
対する地域住民の認識を深め、消防団活動の健
全な発展を支援するとともに、宝くじの普及広
報を行うことを目的に、財団法人自治総合セン
ターが実施している事
業です。
　消防本部ではこの事
業による助成を受け、
消防団イベント用テン
トを６張購入しました。
11月11日㈰に開催予定
の消防フェスタなどで
使用します。

�

・広報いとうを縁に友人作りをして
いきたいです。
　広報いとうは、伊東をより知るき
っかけとなっていて、毎月楽しみに
拝読しております。
　私はもう足掛け18年は伊東在住
の、東京下町育ちの者です。働くの
を目的に来ました。ホテル、旅館、
保養所等々、市内中を移りはしまし
たが、もまれ、鍛えられ、丈夫にな
っていきました。
　伊東は自然に恵まれ、少し出れば
緑が多くて、小鳥・野鳥のすがすが
しい鳴き声も聞かれ、疲れが癒やさ
れます。のんびりとした伊東人の体
質にも、ようやくなじんできた感が
あります。
　これからも広報いとうを縁に友人
を作りたいと思っています。

（泉さん）

生涯学習課からのご案内
　2008～2009年版の「まなびのとびら」
（伊東市生涯学習情報誌）の作成に向け、情報
を集めています。人材・場所・施設・自主サー
クルやグループなど、皆さんがお持ちの情報を
お寄せください。

助成事業の�
マーク�

購入したテント�

　現行の地上アナログテレビ放送は、地
上デジタル放送への移行に伴い、2011
年（平成23年）７月24日までに終了し
ます。地上デジタル放送の視聴方法など
受信に関する問い合わせは、総務省地上
デジタルテレビジョン放送受信相談セン
ター☎0 5 7 0 - 0 7 - 0 1 0 1または
03 -4334 -1111へどうぞ。�

地上アナログテレビ放送の終了�
�

広報いとう 18
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ビューティフルマインドは、市内に住む若い方
を紹介するコーナーです。お問い合わせは秘書
広報課（☎内線２２２３）まで。

久保田誠司さん
（大原）

・お仕事は何をしていますか
　東海自動車に勤めて７年目になります。主に、伊東
と熱海を走る路線バスのダイヤ編成と、まちめぐりバ
ス「按針号」の運行に関する業務を担当しています。

・このお仕事をしていて良かったと感じる時は
　自分が編成したダイヤで運行が始まった時や、お客
様からダイヤが変わって良かったという声をいただい
た時に、うれしさとやりがいを感じます。

・お仕事をしている中で特に気を使うことは
　より多くのお客様にバスを利用していただくことで
す。そのために、お客様の意見や要望、乗降調査の結
果や運転士からの話を踏まえてダイヤを編成したり、
広報に力を入れたりしています。

・趣味は何ですか
　スポーツです。普段は体を動かす程度ですが、時々
バドミントンや野球をします。スポーツは見るのも好
きで、野球と格闘技をよく見ます。これからスキュー
バダイビングに挑戦しようかなと思っています。

・将来に向けて一言お願いします
　今の仕事に加えて他の業務も勉強していって、お客
様が利用しやすいバスの運行を目指していきたいです。
それと、子どもが２人いるのですが、子どもたちから
尊敬されるような父親になりたいですね。

　せみの抜け殻とよろいと少年を題材にして描いた
作品です。少年は、私の弟をモデルにしました。抜
け殻は成長の跡、よろいは少年の意欲の象徴です。
自分の力で新しいものを作り出しながら成長してい
くことをイメージして、プラモデルの部品のような
デザインを加えました。１年ほどかけて、細部まで
じっくりと描いて仕上げた作品です。�

「げんこつ山の里水」のペッ
トボトル（500㎖）が完成し、
６月30日㈯から市内限定で
販売しています。
　市役所水道部窓口（低層棟
２階）では、１本130円で販
売しています。伊東マリンタ
ウン、市内スーパー、酒販店
等の一部でも販売しています
（値段はお店ごとに異なりま
す）。
　伊東の豊かな自然の中で生
まれた天然水を、ぜひご賞味
ください。
　　　　　t水道部業務課
　　　　　　☎内線２７９２

高校生国際美術展出品作品�
せいかうつせみしょうねんのず�

「清夏現人少年之図」�

伊久美安里さん�
（伊東高校）�

いくみ　　  あんり�

げんこつ山の 里水�
湯のまち伊東の天然水�販売中�販売中�
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始8月1日㈬8時30分～
　　 14日㈫・22日㈬ 【鳥井明典弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
　　 21日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
■税務相談　＊先着6人
 9日㈭ 【大津誠司税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
 20日㈪ 【荒川和実税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■登記の相談　＊先着6人
 2日㈭ 【吉間佳夫司法書士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■交通事故相談　＊要電話予約４人
 21日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■人権相談　　
 2日㈭ 【山下優人権擁護委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政相談
 16日㈭ 【山本彰行政相談委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政手続きと表示登記相談（表示登記・内容証明の書き方）
 8日㈬ 【行政書士・土地家屋調査士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■警察の出張相談
 8日㈬ 【警察署相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
■暴力追放相談
 27日㈪ 【㈶県暴力追放運動推進センター】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■市民相談要望
　　月～金曜日　【市相談担当】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８時30分～17時

■教育相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月～金曜日　9時～16時30分
■家庭児童相談
 ‥‥‥ U家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）児童課　☎内線2541
　　月～金曜日　10時～16時 ＊要予約 K中央児童館「はばたき」２階
■心配ごと相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分～16時
■保健相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　9時30分～11時・13時～14時
■消費生活苦情相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK環境防災課　☎ 内線2434
　　毎週月曜日　13時～15時
■住まいづくり相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ U都市計画課　☎ 内線2652
　　毎月第２水曜日　10時～正午　K市役所３階会議室
■年金相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎内線2557
 7日㈫ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室
 14日㈫ 10時～14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階中会議室
 15日㈬ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　伊東商工会議所
 22日㈬ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター  ☎内線2226 各種相談

■健康相談 7日㈫ 9時～15時30分 保健福祉センター
 30日㈭ 9時～15時30分 保健福祉センター
　＊要予約　保健福祉センター　☎37-6321

■こころの健康相談 17日㈮ 13時～15時 市役所
　＊要予約　熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9120

ほけんコーナー　お問い合わせ　保健福祉センター　☎37-6321

急病になったら
●夜間（毎日午後７時～午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時～午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時～午後５時）は………各当直医へ ※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　お問い合わせ　社会福祉課　☎内線2519
 3日㈮ 13時30分～15時 保健福祉センター
 20日㈪ 10時～15時 保健福祉センター
 21日㈫ 10時～15時 八幡野コミュニティセンター
 27日㈪ 13時～15時 保健福祉センター

７日㈫・28日㈫
９時～９時30分
市役所駐車場　 

飼えなくなった犬･ねこの引取り
t環境防災課　d内線2485

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d内線2512

※身分証明書をお持ちください。 今月は、市内での献血はありません。

Ｈ18. 1月生まれ

Ｈ17. 7月生まれ

Ｈ16. 7月生まれ

15日㈬　13:00～14:00

 2日㈭　 9:15～10:30

 8日㈬　13:00～14:00

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

対　　象 受　付　日　時 会　場

保健福祉
センター



日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

８月� みんなのこよみ� 市役所へのお問合せ�

広 報いとう�

（葉 月）�
は づ き �

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

� � � 赤口� 先勝� 友引� 先負�

仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負� 仏滅�

大安� 先勝� 友引� 先負� 仏滅� 大安� 赤口�

先勝� 友引� 先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝�

友引� 先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� �

立秋

処暑

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

平成19年�
（2007年）�

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。�
■当直医の情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

伊東温泉競輪　　ＦⅠ３～５　　ＦⅡ29～31
場 外 開 催　　ふるさと函館併売４～５　　ふるさと函館６～７
　　　　　　　　小松島記念10～13　　　松戸記念14～17
　　　　　　　　小田原記念18～21　　　平塚協賛ナイター24～26
　　　　　　　　いわき平記念25～28　　高松ＦⅠ併売29～31

伊東温泉競輪開催日�t競輪事業課　☎内線2756

宇佐美海上灯籠流し・花火大会

登記の相談
人権相談

n伊東病院 d37-8888

g青木クリニック d45-5115

s日吉医院 d37-0763

広島平和記念日
市民夏の夕べ

伊東の歌コンサート
　　

年金相談
飼えなくなった犬・ねこの引取り

松川―海上灯籠流し・打上花火

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
住まいづくり相談

長崎原爆の日
太鼓合戦・打上花火
　　

税務相談

市制60周年記念式典・按針祭
式典、按針パレード、按針祭
海の花火大会

市制60周年記念コンサート
（海上自衛隊横須賀音楽隊、
綜合警備女子儀杖隊「ビバー
チェ」）

n横山医院 d35-0431

g阿部脳神経外科医院 d36-9113

やんもの里花火大会

法律相談
年金相談

終戦記念日
川奈港いるか浜花火大会

年金相談 行政相談

ns高野医院 d38-2111

g宇佐美整形外科医院 d47-2737 税務相談

県民の日　　

法律相談
交通事故相談

伊東温泉箸まつり花火大会

法律相談
年金相談 広報いとう９月号配布予定日

ラストサマーとびっきり花火
大会

n長谷川胃腸科内科医院 d36-2851

g吉川医院 d37-5071 暴力追放相談 飼えなくなった犬・ねこの引取り ８月の納税納期限



市役所へのご連絡は
TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ  http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

　いざという時、大切な人の命を救うた

めには迅速で途切れることのない応急手

当が必要です。心肺蘇生法とAED（自

動体外式除細動器）の使用法を身に付け

ませんか。

日時：１回目　９月８日㈯　９時～正午

　　　２回目　９月９日㈰　９時～正午

＊同じ講座を２回行います。どちらか選

んでお申し込みください。

会場：消防本部５階救急指導室（桜木町）

対象：心肺蘇生法とAED(自動体外式除

細動器）の使用法を身に付けたい方

定員：各20人　(定員になり次第締切)

申込受付：8月13日㈪～

申込方法：申込用紙に記入し、消防署へ

＊申込用紙は、市のホームページからダ

ウンロードできるほか、消防署・各分

遣所にあります。

＊市内事業所、グループ等で行う場合は、

随時受け付けしますので、お気軽にお

問い合わせください。

t消防本部　d38-0119

日時：平成20年１月12日㈯、19日㈯、

20日㈰

　10時～16時30分(3日間の講座)

会場：修善寺総合会館

＊他に県内5会場でも、別日程で開催し

ています。お問い合わせください。

対象：全日程に参加が可能で、研修会の

主旨を理解し、研修後平常時から地元

の社会福祉協議会や関係機関などと協

力して実際に地域で活動できる方

定員：50人(応募者多数の場合は、締切

前に募集を終了することがあります)

受講料：無料

内容：「災害ボランティア本部をイメー

ジしよう」「災害ボランティア本部と

ボランティアコーディネーターの役

割」「被災地と災害ボランティア～被

災者中心の活動のために～」「必要な

人に必要な支援が届くために」等につ

いてワークショップを交えた形式で行

います。

締切：８月４日㈯

＊定員に達しなかった場合、第２次募集

の締切は、10月13日㈯です。

申込：環境防災課（市役所高層棟２階）、

社会福祉課（市役所低層棟１階）、社

会福祉協議会にある申込書を下記へ

t静岡県ボランティア協会

　　d054-255-7357

　毎年恒例の秋のひぐらし寄席。

　熱海市出身で、伊東高校OBの入船亭

扇遊さんによる古典落語をお楽しみくだ

さい。

日時：11月６日㈫

　開場18時15分　開演18時45分

会場：ひぐらし会館３階ホール

出演：入船亭扇遊（落語）ほか２人

木戸銭：1,000円（全席自由）

入場券発売開始：９月４日㈫～

入場券取扱所：生涯学習課（市役所高層

棟５階）・生涯学習センター中央会

館・ひぐらし会館、各出張所

t生涯学習課　d内線2848

日時：8月22日㈬　10時～

会場：県熱海総合庁舎会議室

※必ず下記にお問い合せのうえ、ご来場

ください。

t熱海財務事務所納税課　d82-9066

日時：９月25日㈫～28日㈮　４日間

　10時30分～17時

会場：市役所地下会議室

内容：家庭で高齢者の介護を行うための

技術や、高齢者が在宅や地域において、

健康で安全に自立した日常生活を送る

手助けをするための知識を学びます。 

対象：15歳以上で全日程参加できる方

　（原則として高校生以上）

定員：20人

持ち物：筆記用具、昼食

講習会費：1,000円（教材費）

申込：社会福祉課へ８月24日㈮までに

電話で。

t社会福祉課　d内線2512

日時：８月18日㈯　14時～15時

会場：生涯学習センター中央会館　３階

視聴覚室

対象：幼児から大人まで

定員：120人（入場無料）

プログラム

★おはなし「さる地蔵」

★大型絵本「ぐりとぐら」

★フランネル・フラン

「ライオンの子ウィリー」

★映画「たまごにいちゃん」ほか

※満車時、シニアプラザ桜木駐車場へ

t伊東図書館　d36-7433

普通救命講習
～知っておきたい応急手当～

災害ボランティア
コーディネーター養成講座

秋のひぐらし寄席

電話加入権合同公売

赤十字家庭看護法講習会

としょかん夏休み映画と
おはなし会



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

休日：８月５日㈰　８時30分～17時

夜間：８月27日㈪　17時30分～19時30分

　　　８月28日㈫　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆
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+2

-2
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561

166

395

299

外国人登録
人　口

７／１現在
（　）は前月比

◆主要生活物資の物価指数◆
伊東市の６月の主要生活物資の物価指数は103.0で、昨

年の同時期に比べ3.3減少しています。

t環境防災課　e内線2434

◆８月の納税納期限は８月31日㈮◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

　子どもの非行防止に大切なことは、コ

ミュニケーションであり、大人の無関心

は大敵です。

　普通の子どもが、何の前触れもなく突

発的に殺人事件を起こしてしまうことも

最近の特徴としてあげられますが、多く

の子どもたちは、一歩一歩階段を上がる

ように非行に向かっていきます。

「服装が変わった」「言葉遣いが乱暴に

なった」「帰宅時間が遅くなった」など

小さな変化が非行のシグナルなのかもし

れません。

　子どもと向き合ってあたたかな言葉を

かけ、時には叱り地域の子どもたちを非

行から守りましょう。

t伊東警察署　d38-0110

伊東地区防犯協会　d38-1080

①航空学生

　海上・航空自衛隊の幹部パイロットを

養成するコース

②一般曹候補生

　採用後2年９ヶ月経過以降選考により

曹に昇任、幹部への道も十分に開かれ

ているコース

③２等陸・海・空士

　最も一般的で、曹及び幹部への道も開

かれたコース

資格：①は、18歳以上21歳未満の高卒

者(見込含む）

　②③は、18歳以上27歳未満

＊年齢はいずれもH20.4.1現在

受付：８月１日㈬～9月７日㈮

試験日：①９月22日㈯

　②9月17日㈪　

　③男子9月23日㈰・女子24日㈪

t自衛隊伊東地域事務所　d37-9632

●ジュニアテニス教室

　硬式テニスの基礎から、練習方法、ル

ールを楽しく学びます。

日時：９月２日・９日・16日・23日・

30日（各日曜日）　14時30分～16時

30分　計５回

会場：小室山公園テニスコート

対象：小学生から高校生まで

定員：50人（硬式ラケット持参）

参加費：2,000円（傷害保険料等）

指導者：伊東テニス協会指導員

●第２回ウェルネス教室

日時：9月3日・10日、10月1日・15日、

11月5日・12日・19日・26日（各月曜

日）　10時～11時30分　計８回

会場：伊東市民体育センター

内容：エアロビクス・ストレッチ体操

対象：市内在住・在勤の方

定員：100人（応募者多数時抽選）

参加費：1,200円（傷害保険料等）

指導者：伊東市社会教育指導員

＊体育館シューズ、バスタオル、ダンベ

ル等が必要です。

●レディス・ボウリング教室

日時：９月3日・10日・17日・24日、

10月１日（各月曜日）　13時30分～

15時30分　計５回

会場：ダンコーエン・ボウル

対象：市内在住・在勤の女性

定員：28人（応募者多数時抽選）

参加費：1,500円（傷害保険料等）

指導者：伊東ボウリング協会指導員

～～～～申込共通事項～～～～

申込：教室名、住所、氏名(フリガナ

も）、電話番号、年齢を記入し、往復

はがきで下記へ申し込みを

宛先：〒414-0024　和田１-16-１振

興公社「○○教室」係

t振興公社　d37-7135

市県民税2期・国民健康保険税2期�
個人事業税1期�

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料です。夜間９時以降
は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
7／30

～8／5

8／6

  ～12

8／13

  ～19

8／20

  ～26

8／27

～9／2

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
53-2536

小 川 設 備 工 業
54-1641

富 戸 工 業
51-1224･51-0059
田 畑 設 備
51-0103

稲 葉 工 業 所
47-3533

協 和 設 備
48-8927･48-8867
太 陽 電 機 工 業
47-0310･48-9076
稲 木 設 備 工 業
48-9824

ナ ゴ シ 設 備
47-1994

大 川 設 備
37-5234(36-0627)

オケコ水道設備
37-2581

松 宮 水 道 設 備
37-8311

先 崎 工 業
37-5677

山 下 管 工 設 備
36-0941

振興公社の各種教室受講生募集 子どもの非行につながる、
大人の無関心！

自衛官募集
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「広報いとう」は、わかりやすい内容で、多
くの皆さんに読んでいただける紙面づくりを
目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課

■市役所　☎0557-36-0111　℻0557-36-1104�
　　　　　E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp�
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075�
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門野中学校　野球部�

自然を愛し、
　清潔な環境をつくりましょう

伊東市民憲章�

　町内会・自治会では、地震・風水害等の災害に備
えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、
環境美化運動、住民同士の交流を深めるための活動
等を行っています。�
　町内会・自治会に加入して交流を深め、地域の輪
を作りましょう。�

―町内会・自治会は地域の輪―
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　伊東市還暦・60周年の記念特集の編集を進めていく中で、
自分が知らなかった伊東市のことが、いろいろとわかっ
てきました。自分はこんなにいいまちに生まれ、生活を
してきたのだと再認識して、どんどん愛着がわいてきま
した。また、特集の中では、多くの市民の皆さん、伊東
市にゆかりのある方々に出ていただきました。皆さんの
ご協力をいただいて、こうして記念特集の号を作り上げ
ることができました。今月号の広報紙が、伊東市60年の
足跡を知る資料として、お手元に置いて時折見返してい
ただけるものとなったらうれしいです。　　  （matsu）
　以前、市職員を対象としたAED（自動体外式除細動器）
の講習会に、参加しました。AEDとは、心室細動（心臓
の痙攣）を止め蘇生をはかる機械です。使い方は意外と
簡単で、音声ガイダンスに従いながらAEDを装着し、私
は無事ダミーの人形を蘇生することができました。いざ
という時、（あっては困るのですが）AEDの講習会を受
けたことが役立てれば幸いです。今月号のインフォメー
ションの中で、AEDの使用方法を学ぶ「普通救命講座」
の参加者を募集しています。一人でも多くの方に、受講
していただければと思います。　　　　　　　　　　（Ｍ）

名達三好さん　晶子さん（荻）の
ふう と

長男楓十くん
（３歳）

ゆず は

長女柚羽ちゃん
（１歳）
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